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主
な
講
演
の
内
容
は
次
の
と

お
り
で
す
。

（
１
）　

地
方
議
会
を
取
り
巻
く

現
状

◦
議
会
改
革
は
、
議
会
基
本
条

例
制
定
数
が
頭
打
ち
と
な
っ
て

お
り
曲
が
り
角
に
立
っ
て
い

る
。
改
革
の
メ
ニ
ュ
ー
は
揃
っ

て
お
り
、
後
は
料
理
す
る
料
理

人
の
問
題
で
は
な
い
か
。

◦
投
票
率
の
低
下
、
無
投
票
当

選
の
問
題
は
、
議
会
・
議
員
自

身
が
解
決
す
べ
き
も
の
で
、

我
々
住
民
は
あ
ま
り
関
係
な
い

と
考
え
て
い
る
人
が
多
い
の
で

は
な
い
か
。
本
質
は
住
民
の
問

題
で
あ
る
の
に
、
住
民
の
危
機

感
が
あ
ま
り
感
じ
ら
れ
な
い
。

（
２
）　

町
村
議
会
に
お
け
る
深

刻
な
「
な
り
手
」
不
足

◦
議
員
の
な
り
手
不
足
は
議
員

報
酬
、
拘
束
時
間
の
長
期
化
な

ど
色
々
な
原
因
が
あ
る
。

◦
ア
ン
ケ
ー
ト
で
議
員
に
な
ろ

う
と
し
た
理
由
に
、「
自
分
の

町
を
良
く
す
る
た
め
」
と
回
答

し
た
人
が
一
番
多
か
っ
た
。
地

域
と
の
つ
な
が
り
を
重
視
し
て

い
る
。

（
３
）　

若
者
と
議
会

◦
若
者
は
政
治
に
生
に
触
れ
る

機
会
は
少
な
く
、
メ
デ
ィ
ア
に

よ
る
ネ
ガ
テ
ィ
ブ
な
イ
メ
ー
ジ

が
あ
る
。
学
校
で
も
政
治
に
関

す
る
教
育
を
し
て
は
い
け
な
く

は
な
い
が
、
タ
ブ
ー
視
さ
れ
て

い
る
こ
と
が
あ
る
。
こ
の
よ
う

な
現
状
を
変
え
る
た
め
、
地
方

議
会
を
通
じ
て
地
域
や
政
治
に

つ
い
て
若
者
が
学
ぶ
こ
と
が
で

き
れ
ば
、
ネ
ガ
テ
ィ
ブ
な
イ

メ
ー
ジ
も
変
え
る
こ
と
が
で
き

る
の
で
は
な
い
だ
ろ
う
か
。

　

講
演
後
の
デ
ィ
ス
カ
ッ
シ
ョ

ン
で
は
、
な
り
手
不
足
に
つ
い

て
三
町
の
議
会
議
長
の
考
え
や

現
状
を
中
心
に
進
め
ら
れ
ま
し

た
。

　

各
議
員
が
、
議
員
と
し
て
の

役
割
、
活
動
の
あ
り
方
に
つ
い

て
決
意
を
新
た
に
し
ま
し
た
。

�

（
報
告
者　

松
浦
和
子
）

　

平
成
30
年
10
月
23
日
、
郡
山

市
の
ユ
ラ
ッ
ク
ス
熱
海
で
開
催

さ
れ
た
町
村
議
会
議
員
研
修
会

に
参
加
し
ま
し
た
。

　

ま
ず
、「
地
方
議
会
の
あ
り

方
・
活
性
化
に
つ
い
て
」
と
題

し
、
東
京
大
学
大
学
院
法
学
政

治
学
研
究
科
の
金
井
利
之
教
授

の
講
演
が
あ
り
ま
し
た
。

　

地
方
議
会
議
員
に
対
す
る
不

信
感
と
い
う
の
は
深
刻
で
、
そ

れ
が
な
り
手
不
足
に
も
つ
な

が
っ
て
い
る
こ
と
や
、
議
会
議

員
は
活
発
な
議
論
を
行
う
こ
と

で
多
様
な
民
意
の
代
表
と
な
る

と
い
う
話
が
あ
り
、
議
員
は
首

長
と
の
議
論
が
不
可
欠
で
あ

り
、
さ
ら
に
首
長
・
議
員
以
外

の
人
と
も
議
論
を
行
う
こ
と
が

重
要
で
あ
る
と
の
こ
と
で
し

た
。
ま
た
、
昨
年
３
月
に
総
務

省
が
示
し
た
「
集
中
専
門
型
」、

「
多
数
参
画
型
」
の
２
つ
の
議

会
モ
デ
ル
に
つ
い
て
は
、
総
務

省
と
し
て
は
「
細
く
長
く
」
持

続
で
き
る
議
会
を
目
指
す
と
し

て
い
る
が
、
こ
の
モ
デ
ル
は
事

実
上
の
議
会
形
骸
化
論
で
あ

り
、
ま
す
ま
す
な
り
手
不
足
に

な
る
の
で
は
と
の
話
が
あ
り
ま

し
た
。

　

次
に
、「
今
後
の
政
局
・
政

治
展
望
」
と
題
し
、
日
本
大
学

法
学
部
の
岩
井
奉
信
教
授
よ

り
、
安
倍
内
閣
の
今
後
の
動
向

な
ど
興
味
深
い
講
演
を
い
た
だ

き
ま
し
た
。

�

（
報
告
者　

東
海
林
一
樹
）

　

平
成
30
年
12
月
20
日
、
伊
達

郡
三
町
（
国
見
、
桑
折
、
川
俣
）

が
抱
え
る
地
域
課
題
を
解
決
す

る
た
め
、
第
１
回
地
方
自
治
研

究
交
流
セ
ミ
ナ
ー
が
観
月
台
文

化
セ
ン
タ
ー
で
開
催
さ
れ
ま
し

た
。
福
島
県
町
村
議
会
議
長
会

の
主
催
に
よ
る
も
の
で
、
町
村

議
会
議
員
を
対
象
に
開
催
さ
れ

ま
し
た
。

町
村
議
会
議
員
研
修
会

地
方
自
治
研
究

交
流
セ
ミ
ナ
ー

講
師　

福
島
大
学

　
　
　

行
政
政
策
学
類

中
川
　
伸
二
教
授

地
方
議
会
の
あ
り
方
を
考
え
る

地方議会の課題を学びました

地
方
議
会
が
抱
え
る

課
題
と
可
能
性



13

高
野
統
括
参
事
へ
義
援
金
を
手
渡
す

東
海
林
議
長（
右
）

　12月議会を傍聴したみなさんからアンケートにより
たくさんの意見をいただきました。

傍聴者からの

声
◦高齢者が多くなり、結婚する方も少なく、人口の減
少がますます心配です。議員の定数も考えなけれ
ばいけないのでしょうか。� （60代・女性）

◦広報くにみ、議会だよりで議会内容がわかりますの
で、さらに充実した内容を望みます。�（70代・男性）

◦少子高齢化、人口減少等すべて関連、比例するので、
町の財政に影響します。費用対効果をすべて念頭
に置いた施策方策が必要ではないでしょうか。

� （70代・男性）
◦議会傍聴関心の高揚、土・日曜日の開催、または生
涯学習(三学級)への要請。� （80代・男性）

◦道の駅収支決算、わかりやすく報告願いたい。
� （80代・男性）
◦藤田地区スポーツ振興会の設置を強く望みます。
� （80代・男性）
◦議員の質問に今後の国見町は続いていくのか不安で
す。� （60代・女性）

◦議会開会時間、午前9時30分を望みます。
� （一般の通例）（80代・男性）

　

11
月
22
日
、
東
海
林
議
長
が

日
本
赤
十
字
社
福
島
県
支
部
を

訪
問
し
、
北
海
道
胆
振
東
部
地

震
に
対
す
る
町
議
会
か
ら
の
義

援
金
11
万
円
を
寄
託
し
ま
し

た
。 北

海
道
胆
振
東
部

地
震
へ
の
義
援
金

を
寄
託１２月４日

　～７日 １２月議会定例会

１２月４日 議案調査会、総務文教常任委員会、産業建設常任委員会

１２月５日 広報常任委員会

１２月６日 正副議長委員長会議、全員協議会

１２月７日 議会運営委員会、全員協議会

１２月１１日 第２3回義経まつり第４回実行委員会

１２月１3日 町叙勲・各種表彰祝賀会

１２月１５日 公立藤田総合病院白藤会忘年会（福島市）

１２月１６日 「石原コレクション」常設展示オープニングセレモニー

１２月１９日 食の文化祭

１２月２０日 地方自治研究交流セミナー

１２月２１日 公立藤田病院組合議会臨時会

１２月２3日 あつかし山ビッグツリー点灯式

１２月２５日 福島地方水道用水供給企業団例月出納検査（福島市）

１月４日 町新春賀詞交歓会

１月６日 町消防団出初式

１月７日 広報常任委員会

１月８日 交通三団体交通安全祈願祭

１月１０日 広報常任委員会、国見地区建築業組合定期総会、
知事懇談会（福島市）

１月１3日 町成人式

１月１６日 広報常任委員会、 総務文教常任委員会

１月１８日 議員懇談会、産業建設常任委員会

１月２3日 地方自治研究交流セミナー（桑折町）

１月２５日 伊達郡各町議会議長会議（福島市）、伊達郡振興懇談会（福島市）

１月２８日 福島地方水道用水供給企業団例月出納検査（福島市）

議会の動き
議
会
の
動
き

議会傍聴をしてみませんか

詳しくは議会事務局へお問い合わせください。 TEL 585-3295（直通）

次の定例会は3月5日開催予定です
●手続きは簡単です！
　受付簿に住所・氏名などを記入するだけで気軽に傍聴できます。
●議案資料を準備します！
　議案審議がわかりやすくなるよう、傍聴者には議案資料を提供します。


